（別記様式２－２号）
いばらきオーガニック生産拡大加速化事業令和　６年４月○日

オーガニック生産性向上資材支援事業実施状況報告書必要に応じて根拠資料を求めます。
実施状況報告書の作成時の数値整理にご留意ください。

計画申請時の現状値を記載してください。

１　事業の成果
（１）取組概要　　（事業実施年度：　　R４年度)
	経営面積：　　　　　150a
	有機JAS認証面積：        100a
	事業実施主体：茨城　太郎	

	導入実績：〇〇〇堆肥、グアノ


（２）事業導入による成果目標の達成状況
	項目
	作物名
	現状年・実施前年
（R３年）
	目標
（R６年度）
	実施年
（R４年度）
	翌年
（R５年度）
	翌々年
（R６年度）
	当該年の
目標達成状況＊

	有機JAS認証
取得面積（ha）
	ニンジン、たまねぎ、ほうれん草他
	0.1ha
	0.15ha
	0.1ha
	0.13ha
	
	87%

	有機JAS認証取得農産物

	販売額　（円/10a）
	
	400千円/10a
	420千円/10a
	408千円/10a
	411千円/10a
	
	98%

	出荷量　（kg/10a）
	
	2,000kg/10a
	2,100kg/10a
	2,040kg/10a
	2,060 kg/10a
	
	98%

	平均収量（㎏/10a）
	
	2,400kg/10a
	2,520kg/10a
	2,450kg/10a
	2,480 kg/10a
	
	98%

	平均単価（円/kg）
	
	200円/kg
	210円/kg
	[bookmark: _GoBack]200円/kg
	206円/kg
	
	98%


（注１）目標の達成状況は、当該年値/目標年値で算出した数値を記載すること。
（R6年5月修正）

２　事業の具体的成果　（Ｒ５年度）
	有機的管理を実施していたほ場で有機ＪＡＳ認証の取得面積が拡大した。
堆肥による土壌改良によって収量、出荷量が増えたことで、販売額を伸ばすことができた。


　　※事業を活用した成果について、毎年度、効果があった内容を記載すること。
